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6．子どもを持つこと  

■子どもの有無  

 回答者 908 人のうち，子どものいる方は 65 人（7.2%）で，そのうち，実子は 58 人

（89.2%），実子＋養子は 3 人（4.6%），養子は 2 人（3.1%）でした（図 6-1，図 6-2）。

また，子どものいる方 65 人の属性は，【性別】男性 59 人（90.8%），女性 6 人（9.2%），

【セクシャリティ】ゲイ 25 人（38.5%），バイセクシャル 27 人（41.5%）， ヘテロセ

クシャル 10 人（15.4%），【年代】20 代 0 人（0.0%），30 代 9 人(13.8%)，40 代 

26 人(40.0%)， 50 代 21 人(32.3%)， 60 代以上 9 名（13.8%）でした（表 6-1）。 

 

7.2%

92.8%

図6-1 子どもの有無（n=908）

いる いない 無回答
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表 6-1 子どもを持っている方の属性（n=65）  

 
割合(%) 

性別  
 

男性  90.8 

女性  9.2 

セクシャリティ  
 

ゲイ  38.5 

バイセクシャル  41.5 

ヘテロセクシャル  15.4 

わからない  3.1 

決めたくない  1.5 

年代  
 

20 代  0.0 

30 代  13.8 

40 代  40.0 

50 代  32.3 

60 代以上  13.8 

 

89.2%

4.6%
3.1% 3.1%

図6-2 子どもの属性（n=65）

実子 実子+養子 養子 その他
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■子どもを持った時期，苦労したこと  

 子どものいる方 65 人のうち，HIV 陽性であるとわかった時期（2 人以上子どもがいる

場合は直近の子どもの状況 ）は，「お子さんを持つ前に HIV 陽性が判明していた」 15 人

（23.1%），「お子さんの妊婦検診時に HIV 陽性が判明した」 1 人（1.5%），「お子さんを

持った後に HIV 陽性が判明した」 48 人（73.8%）でした（図 6-3）。お子さんを持つ前

に HIV 陽性が判明していた方 15 人のうち，子どもを持つと決めるにあたって苦労した

ことは（複数回答可），「妊娠・出産に関する十分な情報を得ることが困難であった 」 4 人

（26.7 %），「妊娠・出産可能な医療機関を探すことが困難であった 」 4 人（26.7 %），

「経済的に立ち行かなくなりそうになった 」 4 人（26.7 %）などでした（図 6-4）。  

 

23.1%

1.5%

73.8%

1.5%

図6-3 HIV陽性であるとわかった時期（n=65）

お子さんを持つ前に、HIV陽性が判明していた

お子さんの妊婦検診時に、HIV陽性が判明した

お子さんを持った後に、HIV陽性が判明した

無回答
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■子どもを持つことに関して役立ったサポートや情報 ，必要としているサポートや情報  

 お子さんを持つ前に HIV 陽性が判明していた方 15 人に役立ったサポートや情報をお

尋ねしたところ，「医療従事者からのサポート 」 10 人（66.7%），「男性が HIV 陽性の場

合のウイルス分離術と体外受精についての情報 」 8 人（53.3%），「子どもへの HIV 感染

についての情報」 7 人（46.7%），「パートナーからのサポート 」 7 人（46.7%）などで

した（図 6-5）。  

 一方，子どものいない方 843 人に必要としているサポートや情報をお尋ねしたところ

（複数回答可），「医療従事者からのサポート」 217 人（25.7%），「パートナーからのサ

ポート」 205 人（24.3%），「子どもへの HIV 感染についての情報」 168 人（19.9%），

「男性が HIV 陽性の場合のウイルス分離術と体外受精についての情報 」 142 人（16.8%）

などでした（図 6-6）。  

26.7 

26.7 

20.0 

13.3 

6.7 

26.7 

0.0 

40.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

妊娠・出産に関する十分な情報を得ることが困

難であった

妊娠・出産可能な医療機関を探すことが困難で

あった

パートナーの理解を得ることが困難であった

家族や友人など周囲の理解を得ることが困難で

あった

体外受精が身体に負担であった

経済的に立ち行かなくなりそうになった

その他

特にない

図6-4 子どもを持つと決めるにあたって苦労したこと（n=15）
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66.7 

46.7 

20.0 

13.3

46.7 

26.7 

40.0 

0.0 

26.7 

26.7 

6.7 

6.7 

0.0 

53.3 

13.3 

20.0 

33.3 

13.3 

20.0 

13.3 

26.7 

26.7 

13.3 

20.0 

26.7 

20.0 

6.7 

20.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

医療従事者からのサポート

パートナーからのサポート

HIV陽性者支援団体のスタッフ・ボランティアからのサポート

結婚についての情報

子どもへのHIV感染についての情報

子どもがHIV陽性だった場合の治療・予後についての情報

妊娠・出産に伴う女性の身体への負担についての情報

未婚での出産・子育ての仕方についての情報

妊娠・出産・子育てについてパートナーとの話の仕方についての情報

抗HIV薬と児の障がいについての情報

女性がHIV陽性の場合の人工妊娠（人工授精）についての情報

女性がHIV陽性の場合の自然妊娠と性感染リスクについての情報

女性がHIV陽性の場合の母子感染リスクと予防方法についての情報

男性がHIV陽性の場合のウイルス分離術と体外受精についての情報

実子以外の子どもを持つ方法（養子・里子の制度など）についての…

子どもに親がHIV陽性であることをどう伝えるのかについての情報

HIV陽性者の出産に対応している施設についての情報

HIV陽性者の子育てをめぐる周囲の人との関係についての情報

予想される周囲からの反感についての情報

出産や子育てで周囲からどう協力を得るかについての情報

妊娠・出産・子育てでかかるお金についての情報

家事の分担の仕方についての情報

子育ての不安への対処法についての情報

妊娠・出産・子育てをめぐる女性の体験談についての情報

妊娠・出産・子育てをめぐる男性の体験談についての情報

子育てをしている男性・女性を支援している団体についての情報

その他

特にない

図6-5 子どもを持つことに関して役立ったサポートや情報（n=15）
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25.7 

24.3 

13.5 
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8.8 
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10.8 

11.5 
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0.9 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

医療従事者からのサポート

パートナーからのサポート

HIV陽性者支援団体のスタッフ・ボランティアからのサポート

結婚についての情報

子どもへのHIV感染についての情報

子どもがHIV陽性だった場合の治療・予後についての情報

妊娠・出産に伴う女性の身体への負担についての情報

未婚での出産・子育ての仕方についての情報

妊娠・出産・子育てについてパートナーとの話の仕方についての情報

抗HIV薬と児の障がいについての情報

女性がHIV陽性の場合の人工妊娠（人工授精）についての情報

女性がHIV陽性の場合の自然妊娠と性感染リスクについての情報

女性がHIV陽性の場合の母子感染リスクと予防方法についての情報

男性がHIV陽性の場合のウイルス分離術と体外受精についての情報

実子以外の子どもを持つ方法（養子・里子の制度など）についての情報

子どもに親がHIV陽性であることをどう伝えるのかについての情報

HIV陽性者の出産に対応している施設についての情報

HIV陽性者の子育てをめぐる周囲の人との関係についての情報

予想される周囲からの反感についての情報

出産や子育てで周囲からどう協力を得るかについての情報

妊娠・出産・子育てでかかるお金についての情報

家事の分担の仕方についての情報

子育ての不安への対処法についての情報

妊娠・出産・子育てをめぐる女性の体験談についての情報

妊娠・出産・子育てをめぐる男性の体験談についての情報

子育てをしている男性・女性を支援している団体についての情報

その他

特にない

図6-6 子どもを持つことに関して必要としているサポートや情報（n=843）
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■子どもを持つ方法の認知，子どもを持つことの希望，子どもを持つことをあきらめた経験  

 子どものいない方 843 人の子ども（実子）を持つ方法の認知 は「よく知っている」 189 

人（22.4%），「少し知っている」 390 人（46.3%），「まったく知らない」 264 人（31.3%）

で し た （ 図 6-7）。 ま た ， 子 ど も を 持 つ こ と の 希 望 は ，「 ほ し い と 思 っ て い る 」  231 人

（25.3%），「ほしいとは思っていない 」 457 人（54.2%），「わからない」 173 人（20.5%）

でした（図 6-8）。HIV 陽性を理由に子どもを持つことをあきらめた経験をしていた方は，

124 人（14.7%）でした（図 6-9）。あきらめた経験のある方  124 人にその経緯をお尋ね

したところ（複数回答可），「金銭的に厳しかったから 」 42 人（33.9%），「パートナーの

理解を得ることができなかったから」 21 名（16.9%），「年齢的に厳しかったから」 20 

名 （ 16.1%），「 妊娠・ 出産 に関 する 十分な 情報 を得 るこ とがで きな かっ たか ら 」  16 名

（12.9%）などでした（図 6-10）。  

 

22.4%

46.3%

31.3%

図6-7 子ども（実子）を持つ方法の認知（n=843）

よく知っている 少し知っている まったく知らない
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25.3%

54.2%

20.5%

図6-8 子どもを持つことの希望（n=843）

ほしいと思っている 子どもをほしいとは思っていない

子どもをほしいかどうかわからない

14.7%

61.6%

23.7%

図6-9 子どもを持つことをあきらめた経験（n=843）

ある ない わからない
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9.7 

8.9 

4.0 
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4.8 

33.9 

16.1 

12.9 

4.8 

16.9 

9.7 

16.1 

26.6 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

人工授精をしてくれる医療機関が少ないから

体外受精をしてくれる医療機関が少ないから

人工授精をしてくれる医療機関が遠くて通いづらいから

体外受精をしてくれる医療機関が遠くて通いづらいから

HIV陽性者の妊娠・出産に対応してくれる医療機関が近く

にないから

金銭的に厳しかったから

年齢的に厳しかったから

妊娠・出産に関する十分な情報を得ることができなかった

から

妊娠・出産可能な医療機関を探すことができなかったから

パートナーの理解を得ることができなかったから

家族や友人など周囲の理解を得ることができなかったから

その他

特にない

図6-10 子どもを持つことをあきらめた経緯（n=124）


